












１　評価対象施設

２　利用状況（目標と実績）
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３　指定管理業務にかかる収支状況

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

% % %

% % %

% % %

令和３年度　指定管理者管理運営事業評価シート

赤穂市立海洋科学館

赤穂市御崎1891番地４

指定期間

評価実施年

開始日

終了日

令和3年4月1日

令和6年3月31日

選定方法 指定期間３年のうち１年目

（公財）赤穂市文化とみどり財団

赤穂市中広８６４番地

公　 募　・　非公募

公の施設の名称

所在地

指定管理者
団体名

稼働率

Ｒ５目標Ｒ４目標Ｒ３目標

30,000 30,000 30,000

施設設置目的

主な実施事業

海洋科学に関する知識の普及及び啓発を図り、市民の科学教育の向上に資するため

（１）海洋科学に関する資料、機器及び装置を収集し、展示し、及び利用に供すること。
（２）海洋科学に関する講演会、講習会、映写会、研究会等を開催すること。
（３）展示する資料、機器及び装置に関する調査研究すること。
（４）学校その他の関係機関と連絡し、及び協力すること。
（５）前号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める事業

所在地

参加者数

20,908

70

受講者数

人

% 0

単位成果指標

利用者数

0

21,624,000

16,040,000

21,430,000

15,930,000

令和５年度予算

収入計

指定管理料

利用料収入

自主事業収入

その他

令和３年度決算 令和４年度予算区　　　　分

20,613,328

17,174,123

4,834,000

750,000

―

2,747,642 2,774,000 2,872,000

503,610 670,000

4,830,000

670,000

―

750,000

2,935,595

503,610

―

内、再委託料

自主事業費

支出計

事業費

内、人件費 13,781,000 13,775,000

20,613,328 21,430,000 21,624,000

20,109,718 20,760,000 20,874,000

13,449,438

0 0

補足説明

・支出欄「Ｄ・Ｅ」は代表的な内訳を取り上げているため合計額とはならない。
・事業費は、該当年度及び過年度決算を記入する。また、右欄には、次年度予算を記載する。
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事業収入

利用料比率

人件費率

再委託費比率
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４　事業評価

①
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施設管理

利用者対応

事業運営

維持管理

苦情等対応

事業評価

②
サ
ー

ビ
ス
の
質

③
安
定
性

法令順守

予算執行

環境配慮

広報活動

提案事項

総　括

人員体制

情報公開

管理記録

連絡調整

適切に経理事務を行っている。 B B

利用者数等は、目標に対し妥当な水準である。 B C

【業務の内容・水準」に関する評価】 B

事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。 B B

要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。 B B

要望、苦情等を整理し、遅延なく市に報告している。 B B

利用者アンケート調査を実施し、その結果を利用者等に公表している。 B B

各種提案事項について、市と協議し、検討を行っている。 B A

B

収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。 B B

総　括 「経費の収支等」に関する評価　【標準4項目/本施設4項目】 B B

経費縮減 経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。 B B

収支状況 収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。 B B

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。 B B

協定書等に従い、適切に修繕を行っている。 B B

省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。 B B

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。 B A

管理運営基準等に従い、施設の維持管理を適切に行っている。 B B

言葉使い、態度、服装等接遇が適切である。 B B

事業計画に則し、必須事業を実施している。 B A

施設の目的に沿った自主事業を実施している。 B A

利用許可、利用料金の徴収、減免等の受付業務を適切に行っている。 B B

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。 B B

［業務の実施体制」に関する評価】 B B

協定書等に従い、開館日、閉館時間等を遵守している。 A A

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。 B B

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を行った。 B B

指定管理者の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。 B B財務状況

市との連絡調整を適切に行い、情報の共有が図れている。 B B

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。 B B

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練を行っている。 B B緊急対応

業務日誌等を適切に整備、保管している。 B B

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。 B B

協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。 B B

個人情報保護に関する条例を順守し事故防止対策を講じている。 B B

情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされている。 B B

協定書等に従い、情報を適切に管理し、公表している。 B B

事業計画に則し、人員を過不足なく配置している。 B B

事業計画に則し、計画的に研修等を実施している。 B B

外部委託に際し、適切に業者を選定し、業務指導を行っている。 B B

法令・条例等に基づき、必要な点検・報告を行っている。 B B

評価区分 評価項目 自己評価 所管評価

外部委託

個人情報保護

利用状況

総　括

経理事務



※評価基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

基協定書、仕様書、事業計画書等を遵守し、要求水準より優れている。

協定書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。

協定書等に定める要求水準を下まわっており、改善が必要と認められる。

優良

良好

要改善

総合評価 BB前年評価

   コロナウイルスの影響により入館者数は目標値の7割であったが、兵庫県の対処方針
に基づく「マスクの着用・手指消毒・飛沫対策など」感染防止対策の徹底、さらには抗菌抗
ウイルス剤を塗布するなど安全対策を実施することにより施設の利用増進に努めてい
る。
  施設・設備面に関しては、エレベーターが無いため入館者から不満の声が多く、早期の
実施が必要である。
　また、展示機器に関しては老朽化による不具合が頻繁に発生しており、修繕料を確保
するとともに、新規機器への更新が急がれる。

　4月当初に臨時休館するなど、新型コロナウイルス感染症の影響が続き来館者は大きく
減少している。兵庫県の対処方針に則った感染防止対策の徹底や特別展の実施により
利用者の増に向けて取り組んでいる。
　今後とも来館者の安全確保に努めながら、日本遺産「日本第一」の塩を産したまち播州
赤穂を、塩の国とともに情報発信に努め、魅力発信に努められたい。

【所管評価】

【自己評価】

所見
（成果、課題等）


